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朝
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字
資
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見
田
熊
信
之
○
は
じ
め
に
曹
魏
、
十
六
国
の
時
代
以
来
、
河
南
、
河
北
の
境
域
に
位
置
す
る
は
、
軍
事
、
政
治
上
の
拠
点
と
な
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
造
都
の
地
と
な
っ
た
。
殊
に
東
魏
孝
靜
帝
元
善
見
の
洛
陽
か
ら
の
遷
移
以
降
、
北
斉
宣
帝
高
洋
以
下
後
主
高
緯
、
幼
主
高
恒
に
及
ぶ
間
、
す
な
わ
ち
北
周
宇

の
征
平
に
至
る
時
代
に
は
、
は
王
侯
、
貴
顕
、
仏
家
、
衆
庶
の
賑
わ
う
荘
麗
な
大
都
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
た
人
々
は
終
焉
を
迎
え
る
と
、
郊
西
南
の
地
、
河
の
南
岸
の
阜
丘
、
野
馬
崗
一
帯
の
霊
域
や
、
南
臺
の
あ
っ
た
西
南
の
殷
代
以
来
の
故
地
、
安
陽
の
周
辺
、
ま
た
そ
の
南
接
の
湯
陰
の
地
区
に
葬
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
北
朝
ゆ
か
り
の
地
域
は
、
近
年
来
社
会
変
化
の
り
を
受
け
て
、
開
墾
や
造
成
が
進
め
ら
れ
て
変
貌
し
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
墓
葬
に
か
か
わ
る
当
代
の
貴
重
な
遺
物
を
出
土
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
土
遺
物
は
、
破
壊
さ
れ
烏
有
に
帰
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
幸
い
に
損
壊
を
免
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
調
査
等
を
経
る
こ
と
な
く
、
民
間
の
好
事
家
の
手
中
に
入
り
、
そ
の
消
息
を
蒙
昧
と
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
時
著
者
が
た
ま
た
ま
目
睹
し
た
都
周
辺
出
土
の
東
魏
北
斉
期
の
遺
物
の
う
ち
、
歴
史
現
実
を
確
認
し
得
る
刻
字
資
料
に
限
り
、
石
製
墓
誌
及
び
磚
造
墓
銘
の
四
、
五
を
選
び
、
所
刻
の
文
字
を
採
録
し
て
そ
の
小
攷
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
Ⅰ
墓
誌
①
辛
匡
墓
誌
こ
の
墓
誌
は
二
〇
〇
七
年
末
に
出
土
し
た
も
の
で
い
わ
ゆ
る
青
石
（
き
わ
め
て
硬
質
の
青
黒
色
岩
石
）
製
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
蓋
石
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
が
、
題
記
を
欠
く
様
（
後
記
）
か
ら
蓋
石
は
元
来
存
在
し
た
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
。
誌
石
は
厚
さ
約
7㎝
、
一
辺
33㎝
の
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
誌
身
の
上
面
を
磨
き
出
し
、
細
線
を
刻
み
施
し
て
9×
9の
行
、
字
格
を
作
り
、
そ
の
中
に
堂
々
と
し
た
楷
書
の
大
字
の
七
十
五
文
字
の
誌
銘
を
	刻
し
て
い
る
。
刻
字
は
当
代
通
行
の
異
体
字
を
混
え
て
い
る
。
左
掲
の
図
下
に
誌
銘
の
釈
文
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
（
・
印
＝
異
体
字
表
記
の
文
字
以
下
同
じ
）
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
一
九
号
八
五
～
九
四
（
二
〇
〇
九
一
）


東
魏
北
斉
期
の
墓
誌
、
墓
磚


魏
故
龍
驤
將
軍
直 ・
散
侍
郎
辛 ・
匡 ・
字
季
政 ・
隴
西
狄
人
青
州
使
君
之
第 ・
五
子
以
天
平
四
年

・
在
丁
巳 ・
正 ・
月
丁
酉
朔 ・
廿
二
日
戊
午
終
於 ・
城
北
時
年
丗
五

・
蔡
不
従
未
即

・
廿
五
日
辛
酉
擁 ・
	於 ・
斯
こ
こ
で
記
さ
れ
る
魏
は
孝
靜
帝
朝
す
る
東
魏
で
あ
り
、
龍
驤
将
軍
の
号
は
従
三
品
、
通
直
散
侍
郎
の
官
は
従
五
品
の
品
階
で
あ
る
。
墓
主
の
辛
匡
は
字
を
季
政
と
言
っ
た
隴
西
狄
道
（
現
甘
肅
省
臨

）
を
本
貫
と
す
る
人
物
で
、
北
魏
孝
明
帝
の
神
元
年
（
五
一
八
）
に
年
五
十
五
で
卒
し
そ
の
後
十
一
年
を
経
て
孝
莊
帝
の
永
安
二
年
（
五
二
九
）
に
冠
軍
将
軍
号
と
南
青
州
刺
史
の
官
を
贈
ら
れ
た
祥
の
第
五
子
で
あ
る
。
こ
の
辛
氏
一
系
の
記
事
は
『
魏
書
』
巻
四
十
五
の
辛
紹
先
の
傳
下
に
数
人
が
摘
録
さ
れ
て
お
り
、
匡
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
烈
弟
匡
、
字
季
政
、
頗
有
學
。
永
安
初
釋
封
丘
令
、
加
威
烈
將
軍
。
時
經
河
陰
之
役
、
士
多
出
外
、
故
匡
爲
之
。
後
除

將
軍
、
符
璽
中
。
卒
於
龍
讓
將
軍
、
直
散
騎
侍
。
時
年
三
十
五
。
散
騎
常
侍
、
將
軍
、
雍
州
刺

（
注
１
）。
史
書
の
記
事
に
は
卒
年
月
日
及
び
葬
	の
月
日
の
文
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
新
出
の
本
墓
誌
は
、
匡
の
生
卒
を
確
認
し
得
る
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
墓
誌
中
の
「
青
州
使
君
」
の
文
字
が
史
書
の
文
に
見
え
る
贈
官
に
か
か
わ
る
文
字
と
す
れ
ば
、
誌
石
は
贈
官
の
行
な
わ
れ
た
後
に
製
作
さ
れ
て
墓
中
に
	納
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
葬
	及
び
墓
誌
の
壙
内
へ
の
納
置
は
、
刻
銘
に
従
え
ば
、
蔡
不
従
、
未


。
と
あ
る
よ
う
に
、
日
を
措
か
ず
に
行
な
う
こ
と
な
く
、
占
卜
に
よ
っ
て
、
卒
日
の
三
日
後
の
天
平
四
年
（
五
三
七
）
正
月
廿
五
日
を
選
び
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
	葬
の
月
日
に
つ
い
て
は
更
に
考
究
す
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
匡
は
、
誌
石
の
卒
年
、
年
齢
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
北
魏
宣
武
帝
元
恪
の
朝
の
延
昌
二
年
（
五
一
三
）
の
生
ま
れ
で
、

帝
拓
跋
濬
の
和
平
五
年
（
四
六
四
）
生
ま
れ
の
父
祥
の
五
十
歳
時
の
男
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
誌
石
の
刻
字
は
、
史
上
の
人
物
で
あ
る
辛
匡
の
実
相
を
新
た
に
蘇
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
魏
書
』
辛
紹
先
傳
の
記
事
（
注
２
）に
従
い
そ
の
一
系
の
譜
を
復
元
す
る
と
、
次
の
如
き
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
北
』
に
は
こ
の
系
流
の
記
事
が
な
く
、
同
族
の
暢
↓
辛
雄
↓及
び
顯
宗
↓慶
之
↓系
等
の
二
十
一
人
の
記
事
が
見
え
る
（
注
３
）。
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○
隴
西
狄
辛
氏
世
系
表
※
拠
『
魏
書
』
鳳

祥長
子
子
馥
弟
子

子
元
植
弟
士

怡
○
○
淵
紹
先
紹
先
五
世

父
謚
惠
字
萬
福
長
子
字
懷
王
字
元
穎
穆
謚
貞
字
叔
宗
弟
少
雍
弟
懷
仁
弟

弟
烈
弟
匡
字
叔
文
字
叔
武
字
季
政
字
季
仲
字
仲
夷
※
辛
氏
各
人
官
銜
等
一
覧
・
怡
晉
幽
州
刺
。
・
淵
私
涼
王
李
驍
騎
將
軍
。
・
紹
先
徙
家
於
晉
陽
、
下
太
守
、
寧
朔
將
軍
、
太
和
十
三
年
卒
、
冠
軍
將
軍
、

州
刺
、
晉
陽
公
、
謚
惠
。
・
鳳

京
兆
王
子
推
國
常
侍
。
・
穆
東
雍
州
別
駕
、
孝
昌
二
年
徴
爲
征
虜
將
軍
、
太
中
大
夫
、
未
發
卒
於
郡
。
年
七
十
七
。
後
將
軍
、
幽
州
刺
、
謚
貞
。
・
祥
舉
司
州
秀
才
、
～
	州
安
定
王

征
虜
府
長
、
別
將
、

元
年
卒
、
年
五
十
五
。
永
安
二
年
冠
軍
將
軍
、
南
靑
州
刺
。
・
少
雍
奉

、
太
學
博
士
～
給
事
中
、
侍
中
游
後
亦
薦
之
、
會
卒
、
年
四
十
二
。
・
子
馥
書
右
丞
、
淸
河
太
守
、
武
定
八
年
卒
於
郡
。
・
子
	
天
平
中
右
光
祿
大
夫
。
・

相
州
倉
曹
參
軍
、
～
陳
軍
太
守
、
輕
車
將
軍
、
濟
州
征
虜
府
長
、
卒
、
年
四
十
六
。
・
懷
仁
武
定
末
長
樂
太
守
。
・

北
府
中
府
中
兵
參
軍
、
～
武
定
中
□
□
太
守
、
卒
於
、
時
年
五
十
八
。
・
烈
太
傅
東
閤
祭
酒
、
卒
於
鎭
南
府
長
。
・
匡
封
丘
令
～
卒
於
龍
讓
將
軍
、
直
散
騎
侍
、
時
年
三
十
五
。
散
騎
常
侍
、
將
軍
、
雍
州
刺
。
・
元
植
武
定
中
儀
同
府
司
馬
。
・
士

太
師
開
府
功
曹
參
軍
。
②
潘
墓
誌
こ
の
墓
誌
は
幾
分
紫
褐
色
を
帯
び
る
堅
石
製
で
一
辺
約
35㎝
の
方
形
を
な
し
て
い
る
。
厚
さ
は
ほ
ぼ
8～
9㎝
と
見
ら
れ
る
。
誌
蓋
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
誌
身
上
面
は
磨
平
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
行
界
を
設
け
る
九
行
に
わ
た
る
縦
の
細
線
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
冒
頭
の
誌
面
右
端
に
も
縦
の
刻
線
が
一
部
残
存
し
て
い
る
。
末
尾
の
左
端
に
は
元
来
右
端
と
同
様
に
縦
の
刻
線
が
引
か
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
る
が
不
分
明
で
あ
る
。
刻
入
さ
れ
た
文
字
は
や
や
大
ぶ
り
な
楷
書
で
、
刻
線
は
か
な
り
深
峻
で
あ
る
。
こ
こ
で
全
九
行
八
十
二
字
の
誌
文
を
、
左
掲
図
下
に
採
録
し
て
お
こ
う
。
刻
字
中
の
「
」
は
「
顯
」
の
異
字
体
で
あ
る
。
魏
故
營 ・
構 ・
幢
主
南 ・
使
郎
潘 ・
君
墓
誌

・
君
諱
字

・
慶
長
樂
廣
宗
人
也
安
人
之
玄
孫
疾
以
武
定 ・
七

・
四
月
廿
日

・
於 ・
臨
安
衆
行
里
宅
其
月
廿
三
日

・
於 ・
豹 ・
寺
西
南
乃
作

・
曰
月
徃 ・
日
来
天
長
地
久
陵
欲
有
變
金
石
不
朽
こ
の
誌
文
に
よ
れ
ば
、
東
魏
末
に
生
き
た
潘
君
、
諱
、
字
顯
慶
は
、
長
樂
の
廣
宗
（
河
北
省
鉅
鹿
県
東
南
）
を
本
貫
と
す
る
人
物
で
、
そ
の
経
歴
は
、
營
構
幢
主
か
つ
南
使
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
營
構
幢
主
と
い
っ
た
官
職
名
は
史
書
に
直
接
的
に
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
『
北
齊
書
』
高
之
傳
に
「
營
構
大
將
（
注
４
）」
、
『
魏
書
』
張
 傳
等
に
「
營
構
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左將
（
注
５
）」
の
名
が
見
え
る
の
で
、
營
構
は
城
宮
殿
、
城
郭
の
建
造
に
か
か
わ
る
職
官
と
見
ら
れ
る
。
幢
主
は
従
九
品
の
幢
の
主
将
で
営
造
負
担
の
主
任
と
い
っ
た
官
で
あ
ろ
う
か
ら
、
潘
は
官
人
の
序
列
、
職
階
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
卑
い
身
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
南
使
郎
の
官
も
史
書
に
は
徴
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
『
魏
書
』
巻
四
十
八
高
推
傳
に
、
太
中
、
以
後
南
不
稱
、
妙
行
人
（
注
６
）。
同
巻
六
十
二
李
彪
傳
の
李
沖
の
上
表
文
中
に
、
彪
始
南
之
時
（
注
７
）
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
こ
の
称
も
当
代
の
述
語
で
あ
る
と
観
察
さ
れ
る
。
潘
は
南
朝
へ
の
派
遣
官
人
の
一
員
或
は
そ
の
随
員
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。当
時
北
朝
か
ら
南
朝
へ
の
遣
使
は
趙
郡
の
李
氏
な
ど
、
家
学
を
も
つ
も
の
、
才
学
の
世
系
を
誇
る
名
家
の
子
孫
の
派
遣
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
潘
も
潘
岳
の
玄
孫
と
の
名
の
も
と
に
こ
う
し
た
も
の
の
成
員
等
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
天
平
四
年
（
五
三
七
）
秋
七
月
に
再
開
さ
れ
た
南
朝
へ
の
遣
使
（
注
８
）は
、
散
騎
常
侍
李
諧
、
	部

中
盧
元
明
、
直
散
騎
常
侍
李
ら
の
選
任
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
北
斉
代
武
平
年
間
ま
で
十
三
次
に
わ
た
る
も
の
が
実
施
さ
れ
る
が
（
注
９
）、
そ
の
う
ち
の
半
ば
は
名
望
の
あ
る
趙
郡
他
の
李
姓
の
も
の
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
に
南
朝
由
来
の
才
人
の
血
脈
を
ひ
く
も
の
と
し
て
潘
が
任
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
潘
は
誌
文
中
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
安
人
玄
孫
」
と
特
記
さ
れ
て
お
り
、
『
北
齊
書
』
巻
二
十
九
李
傳
の
文
に
見
ら
れ
る
「
潘
楊
有
世
親
（
注
）」
の
潘
氏
、
す
な
わ
ち
『

』
に
誄
、
哀
の
作
を
（
注
）残
す
西
晋
武
帝
時
の
文
学
者
潘
岳
こ
と
潘
安
仁
の
子
孫
を
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
潘
安
仁
は
、『
晉
書
』
巻
五
十
五
の
列
傳
中
に
、
潘
岳
字
安
仁
、
陽
中
牟
人
也
。
瑾
、
安
太
守
、

、
琅
耶

。
岳
少
以
才
穎
見
稱
、
鄕
邑
號
爲
奇
童
。
謂
終
之
儔
也
。
早
辟
司
空
太
尉
府
、
舉
秀
才
、
…
…
中
略
…
…
初
爲
琅
耶

、
孫
秀
爲
小
給
岳
、
而
狡
點
自
喜
。
岳
惡
其
爲
人
、
數
撻
辱
之
。
秀
常
銜
忿
。
趙
王
倫
輔
政
、
秀
爲
中
書
令
。
…
…
中
略
…
…
俄
而
秀
誣
岳
石
崇
、
…
…
中
略
…
…
無
長
幼
一
時
被
。
岳
美
姿
儀
、
人
之
、
皆
手
 繞
投
之
以
果
、
滿
車
而
歸
（
注
!）。
と
評
伝
さ
れ
る
通
り
、
河
南
陽
中
牟
の
人
で
、
河
陽
令
、
懷
縣
令
、
給
事
黄
門
侍
郎
な
ど
を
歴
任
し
た
が
孫
秀
に
夙
怨
を
懐
か
れ
一
族
の
長
幼
と
共
に
殺
害
さ
れ
た
美
男
の
才
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
書
は
殊
に
哀
誄
の
文
に
長
じ
た
才
士
と
伝
え
、
そ
の
字
を
安
仁 ・
と
す
る
が
、
誌
文
は
安
人 ・
と
刻
ん
で
い
る
。
潘
が
果
た
し
て
安
仁
の
真
実
の
子
孫
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
誌
文
は
古
往
の
才
人
の
子
孫
を
標
榜
し
て
自
家
誇
張
、
自
己
表
明
を
は
か
り
刻
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。と
も
あ
れ
、
潘
は
、
東
魏
孝
靜
帝
の
臨
朝
終
末
の
武
定
七
年
（
五
四
九
）
四
月
廿
日
に
疾
に
よ
り
臨
"県
の
安
衆
行
里
の
宅
で
亡
く
な
り
、
三
日
を
経
て
豹
寺
西
南
の
地
に
葬
#さ
れ
て
い
る
。
豹
寺
は
恐
ら
く
西
門
豹
を
祠
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
西
南
の
地
は
い
わ
ゆ
る
野
馬
崗
の
東
端
に
あ
た
る
所
で
、
こ
の
周
辺
に
は
北
朝
人
士
の
数
多
く
の
塚
墓
が
営
な
ま
れ
て
い
る
。
誌
末
の
銘
文
は
四
字
句
四
句
構
成
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
は
て
し
な
い
時
の
う
ご
き
の
も
と
天
長
地
久
な
が
ら
、
堅
固
な
陵
も
変
わ
り
う
つ
ろ
う
。
し
か
し
金
石
は
不
変
不
朽
で
あ
（
り
、
こ
れ
に
託
し
て
故
人
の
生
き
た
証
し
を
永
く
伝
え
）
る
。
」
と
言
っ
た
き
わ
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め
て
一
般
的
な
辞
句
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
誌
文
中
に
死
去
を
示
す
「
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
文
字
は
後
代
の
字
書
に
「
義
未
詳
」
と
の
み
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
文
字
は
常
用
さ
れ
な
い
き
わ
め
て
稀
な
文
字
で
あ
る
が
、
（
老
）、
甦
（
蘇
）
な
ど
と
（
注
）同
様
に
北
朝
人
の
造
制
に
な
る
も
の
と
も
見
え
る
。
潘
氏
の
系
流
に
関
し
て
は
『
魏
書
』
巻
七
十
二
の
列
傳
、
及
び
『
北
』
巻
四
十
五
の
列
傳
中
に
、
本
貫
地
を
同
じ
く
し
、
東
徐
州
刺
史
と
な
り
没
後
尚
書
右
僕
射
、
司
徒
公
、
冀
州
刺
史
を
贈
ら
れ
た
潘
永
基
字
紹
業
及
び
中
書
侍
郎
と
な
っ
た
そ
の
父
靈
、
ま
た
子
息
の
子
義
、
子
智
の
傳
が
見
え
る
（
注
）。
お
そ
ら
く
潘
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
き
わ
め
て
近
い
血
族
、
族
員
と
見
ら
れ
る
。
Ⅱ
墓
磚
①
瑤
光
寺
尼
法
師
惠
義
墓
磚
縦
31㎝
、
横
16㎝
、
厚
さ
5㎝
の
こ
の
墓
磚
は
本
年
八
月
末
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
磚
は
黄
褐
色
を
呈
し
て
お
り
所
々
に
墓
壙
内
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
黄
土
が
付
着
し
て
い
る
が
、
上
面
に
は
三
行
に
わ
た
っ
て
懐
の
広
く
幾
分
円
勢
を
も
っ
た
行
味
を
帯
び
る
楷
体
の
文
字
が
二
十
六
字
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
各
々
の
文
字
を
掲
図
下
に
採
録
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
大
魏
武 ・
定 ・
八
年
太

・
在
庚 ・
午
二
月
廿
六
日
瑤
光
寺
尼
法
師
惠
義 ・
銘
記 ・
こ
の
磚
自
体
は
こ
の
銘
記
を
刻
む
た
め
に
特
別
に
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
三
行
に
わ
た
る
二
十
六
字
は
、
磚
の
製
作
に
際
し
成
形
し
た
粘
土
の
未
乾
燥
の
折
に
先
の
尖
っ
た
箆
状
の
工
具
を
も
っ
て
上
面
に
刻
み
込
ま
れ
た
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
各
々
の
文
字
の
筆
画
は
の
び
や
か
で
あ
り
、
し
か
も
起
筆
、
送
筆
部
を
含
め
転
折
、
掠
、
磔
等
の
部
位
に
は
工
具
の
抑
揚
、
圧
力
の
軽
重
の
さ
ま
が
十
全
に
留
め
残
さ
れ
て
い
て
、
刻
書
全
体
に
秀
麗
典
雅
な
趣
き
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
こ
の
磚
の
刻
字
そ
の
も
の
は
、
書
法
上
も
東
魏
末
期
の
一
級
の
も
の
と
認
め
て
も
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
刻
書
そ
の
も
の
の
語
辞
に
つ
い
て
記
す
と
、
末
尾
の
「
銘
記
」
の
語
は
、
当
代
の
墓
磚
の
刻
銘
の
終
末
に
頻
見
さ
れ
る
も
の
で
、
当
該
の
刻
字
墓
磚
及
び
そ
の
刻
字
そ
の
も
の
を
さ
し
示
す
名
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
尼
法
師
惠
義
の
墓
磚
、
銘
文
と
い
っ
た
内
容
を
表
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
尼
法
師
惠
義
が
銘
記
し
た
、
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
「
大
魏
武
定
八
年
太
在
庚
午
二
月
廿
六
日
」
の
文
字
は
、
東
魏
孝
靜
帝
元
善
見
朝
臨
の
最
末
年
の
時
、
す
な
わ
ち
武
定
八
年
（
五
五
〇
）、
太
歳
の
め
ぐ
り
指
し
示
す
庚
午
の
年
の
陰
暦
二
月
二
十
六
日
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
月
日
が
惠
義
の
遷
化
の
年
月
日
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
年
月
日
の
直
後
に
瑤
光
寺
の
尼
法
師
で
あ
る
惠
義
の
銘
記
が
営
造
さ
れ
た
墓
内
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
。
惠
義
の
	化
、
造
墓
銘
、
安
葬
の
実
情
が
こ
の
磚
銘
に
は
包
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
銘
記
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
惠
義
と
い
う
尼
僧
の
在
所
、
所
属
が
「
瑤
光
寺
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
「
瑤
光
寺
」
の
名
で
直
ぐ
さ
ま
想
起
さ
れ
る
の
は
、
古
く
帝
都
洛
陽
に
創
立
さ
れ
た
寺
院
の
こ
と
で
あ
る
。


闔
城
門
の
御
道
の
北
、
千
秋
門
を
東
に
二
里
隔
て
た
地
に
世
宗
宣
武
帝
が
創
建
し
た
こ
の
荘
麗
な
寺
院
の
こ
と
は
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
第
一
「

」
の
記
事
下
に
そ
の
著
者
楊
衒
之
が
注
文
で
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
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有
五


一
、
去
地
五
十
。
僊
掌
凌
、
鐸
垂
雲
表
。
作
工
之
妙
、
埓
美
永
寧
。
殿
尼
、
五
百
餘
間
、
綺
疏
	亘
。


相
、
珍
木
香
草
、
不
可
言
。
牛
筋
狗
骨
之
木
、
頭
鴨
脚
之
草
、
亦
悉
備
焉
。
椒
嬪
御
、
學
之
、
掖
庭
美
人
、
在
其
中
。
亦
有
名
族
處
女
、
性
愛
場
、
落
髮
辭
親
、
來
儀
此
寺
。
珍
麗
之
、
修
之
衣
、
投
心
入
正
、
歸
誡
一
乘
（
注
）。
孝
莊
帝
元
子
攸
永
安
三
年
（
五
三
〇
）、
爾
朱
兆
が
入
洛
し
た
折
、
軍
兵
が
掠
奪
の
限
り
を
尽
く
す
に
ま
か
せ
た
が
、
瑤
光
寺
に
は
秀
容
（
爾
朱
氏
の
根
拠
地
、
山
西
省
朔
県
西
北
）
の
胡
騎
数
十
騎
が
乱
入
し
美
尼
を
婬
穢
し
た
と
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
後
、
京
師
で
は
「
洛
陽
男
兒
作
髻
、
瑤
光
寺
尼
奪
作
壻
」
な
ど
と
り
の
言
葉
が
さ
さ
や
か
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
文
の
後
に
は
記
述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
瑤
光
寺
は
、
後
宮
の
嬪
御
等
の
修
学
の
場
で
、
名
族
の
女
子
の
出
家
の
場
と
も
な
っ
て
い
て
、
世
人
か
ら
は
高
貴
な
女
人
、
比
丘
尼
の
居
住
す
る
屈
指
の
寺
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
瑤
光
寺
に
は
昭
皇
太
后
（
高
の
女
）
の
兄
の
女
（
高
の
次
男
偃
の
女
）
で
宣
武
帝
の
皇
后
（
高
皇
后
）
と
な
り
帝
の
崩
御
後
に
出
家
し
て
尼
と
な
っ
た
高
英
す
な
わ
ち
慈
義
が
居
住
し
遷
化
し
て
も
い
る
（
注
）。
こ
の
高
皇
后
の
こ
と
は
『
魏
書
』
巻
十
三
「
皇
后
列
傳
」
第
一
に
「
宣
武
皇
后
高
氏
、
昭
皇
后
弟 。
偃
之
女
也
（
注
）。」
（『
魏
書
』
巻
八
十
三
下
「
外
戚
傳
下
」
中
の
高
傳
の
記
事
等
に
よ
り
弟 。
は
兄
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
注
））
で
は
じ
ま
る
傳
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
性
妬
忌
」
「
肅
宗
位
、
上
號
曰
皇
太
后
。
爲
尼
居
瑤
光
寺
、
非
大
 慶
、
不
入
宮
中
。
」
「
世
宗
暮
年
、
高
后
悍
忌
、
夫
人
嬪
御
有
至
!不
蒙
侍
接
"。
」
と
い
っ
た
感
情
の
起
伏
の
烈
し
く
意
志
強
固
な
一
面
を
も
っ
た
女
性
の
姿
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
入
内
し
曲
折
を
経
て
皇
后
と
ま
で
な
り
さ
ら
に
出
家
し
て
比
丘
尼
慈
義
と
な
っ
た
高
英
に
つ
い
て
は
、
芒
山
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
「
魏
瑤
光
寺
尼
慈
義
墓
誌
銘
（
注
#）」
に
よ
っ
て
さ
ら
に
出
自
閲
歴
、
卒
年
等
の
詳
細
が
知
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
拓
影
を
掲
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
慈
義
は
神
$元
年
（
五
一
八
）
九
月
廿
四
日
に
瑤
光
寺
で
薨
じ
越
え
て
十
月
十
五
日
に
芒
山
に
遷
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
法
王
等
の
一
百
人
に
上
る
弟
子
が
い
た
こ
と
が
こ
の
誌
文
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
遺
骸
が
火
化
さ
れ
た
か
否
か
は
墓
葬
自
体
が
調
査
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
瑤
光
寺
及
び
慈
義
等
に
関
し
て
、
当
該
の
磚
銘
の
瑤
光
寺
尼
法
師
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惠
義
は
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
か
か
わ
り
を
も
た
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
に
関
連
す
る
資
料
を
見
出
し
得
な
い
現
在
こ
の
こ
と
を
闡
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
「
瑤
光
寺
」
の
寺
名
と
共
に
尼
法
師
の
慈
義
と
惠
義
と
い
う
近
似
す
る
法
名
や
書
法
の
秀
逸
な
さ
ま
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
の
二
者
に
は
濃
密
な
脈
絡
が
あ
る
よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
歡
、
高
澄
父
子
の
専
擅
の
も
と
孝
靜
帝
が
洛
陽
を
捨
て
へ
と
遷
都
し
た
さ
ま
が
、
武
以
孝
武
西
、
恐

、
陝
、
洛
陽
復
在
河
外
、
接
梁
境
、
如
向
晉
陽
、
形
勢
不
能
相
接
、
乃
議

、
護
軍
	瑩
贊
焉
。
詔
下
三
日
、
車
駕

發
、
四
十
萬
、
狼
狽
就
。
（『
北
齊
書
』
卷
二
武
下
天
元
年
九
月
条
末
（
注
））
詔
曰
、
安
安
能
、
自
古
之
明
典
、
居
靡
定
、
往
昔
之
規
。
…
…
中
略
…
…
正
光
之
季
、
國
歩
孔
、
喪
亂
不
已
、
寇
賊

、
俾
我
生
民
、
無
所
措
手
。
今

古
式
、
深
驗
時
事
、
考
襲
吉
、
宅

。
…
…
中
略
…
…
丙
子
、
車
駕
北
于
。
（『
魏
書
』
卷
十
二
孝
靜
第
十
二
天
元
年
冬
十
月
条
（
注
））
曁
永
熙
多
、
皇
輿

。
寺
尼
、
亦
與
時
徙
。
（『
洛
陽
伽
藍
記
』
序
（
注
））
と
綴
ら
れ
、
き
わ
め
て
慌
し
い
中
に
仏
寺
の
僧
尼
を
含
め
た
洛
陽
の
一
切
の
も
の
が

へ
移
さ
せ
ら
れ
て
い
る
上
、
時
代
は
異
な
る
が
古
く
か
ら
白
馬
寺
の
よ
う
に
洛
陽
の
古
刹
と
同
じ
名
を
付
し
た
大
寺
院
が
都
に
も
建
立
さ
れ
（
注
 ）て
い
る
歴
史
も
あ
る
の
で
、
磚
銘
の
「
瑤
光
寺
」
に
つ
い
て
は
、
都
を
含
め
た
地
区
に
建
立
ま
た
は
移
建
さ
れ
た
洛
陽
由
来
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
現
在
、
都
故
地
及
び
そ
の
周
辺
の
地
に
こ
の
名
の
寺
院
が
存
在
し
た
と
い
う
記
事
や
伝
承
、
口
碑
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
臆
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
磚
銘
の
「
瑤
光
寺
」
は
洛
陽
の
寺
院
で
、
尼
法
師
惠
義
は
そ
こ
で
落
髪
修
行
を
し
て
の
ち
の
地
へ
移
り
来
て
遷
化
し
た
仏
家
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
墓
磚
に
刻
ま
れ
る
武
定
八
年
二
月
に
は
東
魏
孝
靜
帝
が
高
洋
に
譲
位
す
る
（
五
月
に
高
洋
が
即
位
し
!宣
帝
と
な
り
元
号
を
天
保
と
改
め
る
）
直
前
で
、
慈
義
が
薨
じ
た
年
か
ら
は
三
十
二
年
の
時
が
経
過
し
て
い
る
。
惠
義
の
遷
化
時
の
年
齢
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
瑤
光
寺
尼
に
関
し
て
は
、
正
光
三
年
（
五
二
二
）
八
月
一
日
に
卒
し
た
比
丘
尼
慈
雲
の
墓
誌
（
注
"）も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
も
の
は
河
南
省
偃
師
県
（
現
、
市
）
諸
#鎮
劉
開
村
の
石
匠
薛
肯
堂
の
$刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
『
洛
陽
晩
報
』
の
記
者
陳
旭
照
氏
の
採
訪
記
事
（
注
%）な
ど
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
薛
氏
の
$刻
に
は
原
拠
が
あ
っ
た
の
か
否
か
不
詳
で
あ
る
が
こ
の
も
の
は
他
の
出
土
刻
字
資
料
と
共
に
は
考
読
で
き
な
い
。
②
高
買
女
墓
磚
こ
の
墓
磚
は
縦
30㎝
、
横
16㎝
、
厚
さ
6㎝
の
黄
褐
色
を
呈
し
た
も
の
で
近
時
都
近
郊
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
い
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
こ
の
も
の
は
小
口
を
上
下
に
し
長
手
を
縦
に
し
て
縦
長
な
形
で
磚
面
を
用
い
文
字
を
$刻
す
る
通
常
の
も
の
と
は
違
っ
て
、
小
口
を
縦
に
長
手
を
横
に
し
て
横
長
な
形
で
磚
を
用
い
、
し
か
も
天
地
幅
の
少
な
い
磚
面
に
右
か
ら
左
へ
と
縦
書
き
で
文
字
を
刻
ん
で
い
る
。
刻
字
に
利
用
す
る
磚
の
用
い
方
に
は
様
々
な
形
が
あ
る
が
、
刻
記
者
の
嗜
好
に
従
っ
て
記
し
刻
ま
れ
た
刻
字
墓
磚
が
都
近
郊
か
ら
は
多
数
出
土
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
磚
は
素
材
の
粘
土
（
黄
土
）
の
成
形
後
、
幾
分
乾
き
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
先
端
の
や
や
幅
の
あ
る
箆
具
で
文
字
を
刻
み
つ
け
た
様
が
観
察
さ
れ
る
。
文
字
は
ほ
ぼ
方
正
で
あ
り
筆
画
も
方
直
で
あ
る
が
、
九
、
朔
、
丙
、
高
、
買
な
ど
の
文
字
の
転
折
部
は
幾
分
円
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
筆
画
の
線
の
動
き
に
素
材
の
土
の
乾
燥
の
度
合
い
が
推
察
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
刻
字
を
採
録
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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天
保
八
年

・
次
丁
丑 ・
九
月
丁
酉
朔 ・
丙
午
十
日
髙 ・
買
女
記
磚
銘
の
文
字
、
天
保
八
年
次
丁
丑
九
月
丁
酉
朔
丙
午
十
日
は
、
高
買
女
の
卒
年
月
日
と
い
う
よ
り
安
葬
の
年
次
、
月
日
を
示
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
磚
銘
の
主
高
買
女
の
名
は
史
書
、
資
料
等
に
徴
し
得
な
い
た
め
ど
の
よ
う
な
階
層
の
人
物
か
判
明
し
な
い
が
、
官
銜
を
刻
ま
ぬ
も
の
の
文
字
を
記
し
刻
み
墓
葬
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
身
分
的
に
は
下
層
隷
属
の
民
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
地
付
近
に
生
き
た
高
姓
の
処
士
、
庶
人
等
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
「
買
女
」
の
名
は
男
女
何
れ
な
の
か
。
こ
れ
も
不
明
で
あ
り
史
書
等
に
は
そ
の
例
が
求
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
の
名
に
幾
分
類
親
す
る
「
買
奴
」
の
名
が
『
魏
書
』
『
北
齊
書
』『
北
』
な
ど
の
中
に
、
王
買
奴
、
奚
買
奴
、
張
買
奴
、
劉
買
奴
、
袁
買
奴
（
注
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
男
性
の
名
で
あ
る
。
③
孫
世
雄
妻
馬
墓
磚
こ
の
も
の
は
縦
35㎝
、
横
18㎝
、
厚
さ
7㎝
の
楷
書
刻
記
の
墓
磚
で
、
近
年
都
近
地
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
磚
或
は
刻
字
そ
の
も
の
を
一
す
る
と
、
成
形
後
の
乾
燥
を
経
て
焼
成
さ
れ
た
磚
製
品
を
利
用
し
て
本
磚
銘
が
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
取
さ
れ
る
。
還
元
炎
焼
成
に
よ
っ
て
全
体
が
青
灰
色
に
な
っ
た
磚
の
表
面
を
、
硬
度
の
あ
る
（
恐
ら
く
金
属
の
）
刻
具
で
文
字
を
刻
記
し
た
も
の
と
見
え
る
。
文
字
の
刻
線
は
方
直
で
や
や
浅
く
、
字
形
も
方
角
で
刻
入
部
（
起
筆
）
と
転
折
、
磔
部
（
終
筆
）
な
ど
に
線
の
鋭
さ
、
細
さ
が
目
立
ち
、
磚
の
硬
さ
が
窺
わ
れ
る
。
刻
字
の
各
々
は
図
側
に
記
し
た
通
り
で
あ
り
、
雄
、
妻
の
二
字
が
や
や
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
武 ・
平
四
年
十
二
月
廿
九
日
孫
世
雄
妻 ・
馬
銘
文
字
は
当
時
通
行
の
異
体
字
を
含
み
全
体
に
方
直
で
峻
整
な
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
磚
は
孫
世
雄
な
る
人
物
の
妻
で
あ
る
馬
氏
が
没
し
て
墓
葬
さ
れ
た
こ
と
を
銘
記
し
た
も
の
で
塚
墓
内
に
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
孫
世
雄
も
そ
の
妻
も
上
述
の
高
買
女
と
同
様
な
階
層
の
相
州
臨
県
内
に
生
き
た
人
物
と
見
ら
れ
る
。
○
む
す
び
に
近
郊
を
含
め
た
臨
、
安
陽
、
湯
陰
の
地
か
ら
は
、
こ
こ
数
年
に
限
っ
て
も
数
百
に
上
る
墓
誌
、
葬
磚
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
の
う
ち
一
部
は
識
者
の
注
意
に
よ
り
考
査
の
対
象
と
な
っ
て
例
え
ば
北
京
大
学
の
羅
新
教
授
の
論
攷
（
注
）の
よ
う
に
攷
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
大
多
数
は
掘
り
起
こ
さ
れ
た
直
後
に
破
壊
、
流
散
の
憂
き
目
に
遭
い
、
そ
の
価
値
す
ら
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
消
失
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
民
間
の
好
事
家
の
手
に
渡
り
死
蔵
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
の
小
文
で
扱
っ
た
も
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の
は
こ
う
し
た
も
の
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ご
く
些
か
で
は
あ
る
が
、
史
書
に
記
さ
れ
る
人
物
の
生
卒
や
高
名
寺
院
に
か
か
わ
る
仏
家
の
動
向
、
ま
た
当
代
の
士
庶
の
墓
葬
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
得
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
下
か
ら
出
現
す
る
刻
字
資
料
は
失
な
わ
れ
た
時
を
明
か
す
き
わ
め
て
貴
重
な
遺
品
な
の
で
あ
る
。
著
者
の
最
近
に
知
る
も
の
の
中
に
は
、
北
朝
末
の
欠
落
し
た
史
実
、
素
ま
じ
え
る
社
会
の
動
き
を
証
す
刻
字
資
料
、
「
齊
故
西
將
軍
太
子
庶
子
元
孝
輔
墓
誌
」
「
大
齊
賢
墓
誌
」
「
大
齊
明
君
墓
之
佛
塔
（
墓
誌
）」
「
故
驃
騎
大
將
軍
吐
賴
墓
誌
」
「
齊
故

將
軍
張
安
墓
誌
」
な
ど
が
あ
る
が
、
ひ
き
続
き
こ
う
し
た
も
の
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
新
出
刻
字
資
料
の
採
録
と
考
証
を
進
め
て
行
き
た
く
考
え
て
い
る
。
注
記
注
1
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
四
十
五
「
列
傳
」
第
三
十
三
「
辛
紹
先
傳
」
烈
弟
匡
条
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
〇
二
七
頁
注
2
注
1書
一
〇
二
五
～
一
〇
二
九
頁
参
照
注
3
	李

壽
『
北
』
卷
五
十
「
列
傳
」
第
三
十
八
「
辛
雄
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
〇
）
一
八
一
七
～
一
八
二
五
頁
、
同
書
卷
七
十
「
列
傳
」
第
五
十
八
「
辛
慶
之
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
〇
）
二
四
二
五
～
二
四
二
七
頁
注
4
	李
百
藥
『
北
齊
書
』
第
十
八
「
列
傳
」
第
十
「
高
之
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
二
一
一
）
二
三
六
頁
注
5
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
七
十
九
「
列
傳
」
第
六
十
七
「
張
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
七
六
六
頁
注
6
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
四
十
八
「
列
傳
」
第
三
十
六
「
高
允
傳
」
允
弟
推
条
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
〇
九
一
頁
注
7
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
六
十
二
「
列
傳
」
第
五
十
「
李
彪
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
三
九
一
頁
注
8
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
十
二
「
帝
」
第
十
二
「
孝
靜
帝
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
三
〇
一
頁
注
9
	李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
八
「
帝
」
第
八
「
後
主
」
（
中
華
書
局
一
九
七
二

一
一
）
一
〇
六
頁
注
10
	李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
二
十
九
「
列
傳
」
第
二
十
一
「
李
傳
」
范
陽
盧
思


の
詩
句
（
中
華
書
局
一
九
七
二
一
一
）
三
九
七
頁
注
11
梁
昭
明
太
子
蕭
統
『

』
卷
五
六
「
誄
上
」「
楊
仲
武
誄
」、
同
書
卷
五
七
「
誄
下
」
「
夏
侯
常
侍
誄
」
、
同
書
卷
五
七
「
哀
上
」
「
哀
永

」
等
（
藝
文
印
書
館
中
華
民
國
六
〇
三
『
影
印
李
注

胡
克
家
景
宋
刊
本
』
七
九
七
～
七
九
八
頁
、
七
九
七
～
八
〇
一
頁
、
八
一
〇
～
八
一
一
頁
）
注
12
玄
齡
等
『
晉
書
』
卷
五
十
五
「
列
傳
」
第
二
十
五
「
潘
岳
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
一
）
一
五
〇
〇
～
一
五
〇
七
頁
注
13
北
齊
之
推
『
氏
家
訓
』
卷
第
七
「
雜
藝
」
第
十
九
（
中
華
書
局
一
九
九
三
一
二
）（
新
編
子
集
成
）
五
七
五
頁
次
文
が
見
え
る
。
北
喪
亂
之
餘
、
書
迹
陋
、
加
以
專
輒
字
、
猥
拙
於
江
南
。
乃
以
百
念
爲
憂
、
言
爲
變
、
不
用
爲
罷
、
來
爲
歸
、
正
爲
蘇
、
先
人
爲
老
。
如
此
非
一
、
滿
經
傳
。
注
14
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
七
十
二
「
列
傳
」
第
六
十
「
潘
永
基
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
六
二
三
～
一
六
二
四
頁
	李

壽
『
北
』
卷
四
十
五
「
列
傳
」
第
三
十
三
「
潘
永
基
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
一
〇
）
一
六
七
八
頁
注
15
東
魏
楊
衒
之
『
洛
陽
伽
藍
記
』
卷
第
一
「
 
!」
瑤
光
寺
条
（
中
華
書
局
一
九
八
九

三
）「
四
部
備
"第
四
七
册
」
八
頁
注
16
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
十
三
「
皇
后
列
傳
」
第
一
「
宣
武
皇
后
高
氏
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
三
三
六
頁
「
魏
瑤
光
寺
尼
慈
義
墓
誌
銘
」
（
図
版
4）
参
照
注
17
注
6『
魏
書
』
卷
十
三
参
照
注
18
注
16「
魏
瑤
光
寺
尼
慈
義
墓
誌
」
（
図
版
4）
参
照
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
八
十
三
下
「
外
戚
傳
下
」
第
七
十
一
下
「
高
#傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
八
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二
九
～
一
八
三
二
頁
注
19
洛
陽
文
物
局
編
朱
克
主
編
『
洛
陽
出
土
魏
墓
誌
編
』
（
科
学
出
版
社
二
〇
〇
一
六
）
（
洛
陽
文
物

考
古
）
墓
志
録
文
四
三
～
四
四
頁
、
版
六
一
尼
慈
義
墓
誌
二
七
五
頁
上
記
書
の
「
稽
核
」
に
よ
れ
ば
、
墓
誌
は
高
八
三
厘
米
、
寛
八
四
八
厘
米
、
十
五
行
、
行
十
五
字
、
正
書
で
あ
り
、
一
九
二
九
年
に
洛
陽
城
東
北
三
十
里
鋪
村
よ
り
出
土
し
た
と
い
う
。
注
20
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
二
「
帝
」
第
二
「
武
上
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四

六
）
一
八
頁
注
21
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
十
二
「
帝
」
第
十
二
「
孝
靜
帝
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
二
九
七
～
二
九
八
頁
注
22
注
15書
一
頁
上
段
参
照
注
23
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
十
二
「
列
傳
」
第
四
武
	十
二
王
「
琅
耶
王
儼
傳
」
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
一
六
三
頁
に
次
文
が
見
え
る
。

北
有
白
馬
佛
塔
、
是
石
季
龍
爲
澄
公
作
。
儼
將
修
之
。

宣
『
續
高
傳
』
卷
第
八
「
義
解
」
四
「
蒲
州
仁
壽
寺
釋
妙
傳
」
八
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
五
十
册
）
四
六
頁
上
段
～
中
段
に
次
文
が
見
え
る
。
昔
齊
武
末
、

古
中
白
馬
寺
、
此
是
石
趙
時

澄

。
注
24
注
19書
参
照
。
墓
志
録
文
（
偽
刻
二
五
慈
雲
墓
志
）
に
録
文
が
あ
り
（
一
八
九
頁
）、
偽
刻
墓
誌
版
（
版
（
偽
）
二
一
慈
雲
墓
誌
）
に
拓
影
が
載
出
さ
れ
て
い
る
（
四
四
三
頁
）
注
25
專
假
孚
「
装
蝕
墳
震
憾
竧
栽
怙
認
定
赤
（
3）」
（
代
剩
仟
療
利
二
〇
〇
六
一
二
二
八
）
注
26
北
齊
魏
收
『
魏
書
』
卷
九
「
肅
宗
」
第
九
、
孝
昌
二
年
九
月
条
他
（
王
買
奴
）
（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
二
四
五
頁
、
同
書
卷
二
十
九
「
列
傳
」
第
十
七
「
奚
斤
傳
」
子
買
奴
（
奚
買
奴
）（
中
華
書
局
一
九
七
四
六
）
七
〇
二
頁
、
同
書
卷
五
十
二
「
列
傳
」
第
四
十
「
劉
昞
傳
」
孫
買
奴
（
劉
買
奴
）
一
一
六
一
頁
、
李
百
藥
『
北
齊
書
』
卷
四
十
四
「
列
傳
」
第
三
十
六
「
儒
林
傳
」
張
買
奴
（
張
買
奴
）
（
中
華
書
局
一
九
七
四

六
）
五
八
八
頁
、
同
書
卷
四
十
四
「
列
傳
」
第
三
十
六
「
儒
林
傳
」
長
景
仁
傳
条
（
袁
買
奴
）
五
九
一
頁
注
27
袋
仟
「
囲
臼
馴
辛
幀
視
丐
圍
長
崗
」 （
『
臼
寄
雰
僥
』
及
伊
辞
北
京
大
学
出
版
社
二
〇
〇
一
十
二
）
一
三
五
～
一
五
一
頁
こ
の
囲
は
、
袋
仟
匐
貎
著
『
仟
竃
虜
恕
掴
臼
劾
長
崗
墓
屬
』
（
中
華
書
局
二
〇
〇
五
三
二
二
六
～
二
三
〇
頁
）
に
收
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
袋
仟
氏
に
は
次
の
も
の
も
あ
る
。
「
仟
需
臼
馴
戟代
長
崗
》
深
瞥
」
（
嶄
忽
穎
匍
胎
猟
利
煽
雰
猟
晒
胎
猟
貧
墮
二
〇
〇
六
四
三
）
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参考図版 魏 昭玄沙門大統慧光墓誌銘 原石
（2002年頃 
城西南 出土）
（
た
く
ま
の
ぶ
ゆ
き
日
本
語
日
本
文
学
科
）
